
神話的イメージ：湯浅泰雄がその著『歴史と神話の心理学』
（思索社，1985）の中使用した用語である。



湯浅泰雄、三品彰英、松村武雄、大林太良、吉田敦
彦、等々の超一流の学者が穿った神話解釈をしてい
るが、皆それぞれ違う。これは何だ？
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湯浅泰雄の神話解釈の方法論：
『古事記』と『日本書紀』別伝の記述内容
を比較する
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